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題し，地上の風 Woに限ら歩一般に任意の高さ zに於ける風 Iにに封し
Wz/I九=cosαー tans sin '" (1) 
但し s=樺抵抗 (Body resistance)が風の逆方向に封し左廻りに成す角
なる式が成立すべきことを述べ，地上の Fが Taylorの場合の如く 45'にならないー原因
として有限大気なる観念を導入して見fこ。然しそれでは Fく45。になる一つの理由として
は相営有力なることを感歩るけれど、も， [1>450 になる場合の説明には殆んど‘無放であっ
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抗力ぞ R とし，水平の二方向‘.1:， Yに分解したる分抵抗.:aRz， R"としよう。風が水平
で座標軸方向の分速や lt，71，地衡風を Wa とし策塵傾度 G が y方向にある様に座標軸
を取れば，定常扶態の運動方程式は . 、
p与=目印 i 
i (2) キ=0=ん-A(U-Wo) J 






u 2pw sin中 OJ'






第 1固に於て，任意の高度に於ける風速を OA=Tに，地衡風を Os=rf~ とすれば，










-sin(!:lO。十sY--COSs一 coss 一cosαー tans.sin α(1) 
即ち、一般化されたるテーラ一関係式が得られるのである。
以上の詮明法には何等韓抵抗の法則や性質には慣れて居ないQ 従って (1)式は如何なる








1に，Wg， rにのずェクト }oを描-d， Wrに直角なる棋と li，との交角を測って容易じ貰際
の sJ，旨求め得る。従って其の賓測IJ sが前掲諸家の執れの{限定に最も良く適合するかを檎
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異方性大気及び海洋
此の表を見ると， ~ は45。の日は殆んどなく或はそれより大きく或は小さいが， 45。より
第 1表 Lindenbergに於ける日の寅iJIlJ値(地上 130mに於て)
。
年 VI vn VIU lX x Xl 
月
15119124 19120 131 3 116 1 21122 3 1 8 I 25 1 31 1 116125 130 日







































と置き，粘性係教が仰と h の様に遺ふ異方性大気を考へすこい。 1さうすると，気塵f頃度









0=宏子+叫(uー wo) (7) 
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主主に C及び E は積分常数である。
(10) 式は叉
μwパ)2 十三~ =~(Wg-u)2 十 fv=Cfkgl 
.命~ (11) 
Tf'o-/I 1 ，_ I ∞ty=ー す-L=7叫(針。 J
絃に yは地街風と之に謝する相封風速 r干の閣の交角である〈第1圃参照)0(1)式は後
に述ぶるま日<It を推算するに役立つ。
積分常敢 Cと εとを決定するには二つの保件，例へば地面の風向 "0と風速 Wo(従っ
て Uo，vo)が奥へられでもよい。師ち(1)の上の式から
〆o九-UO)2十v02/n2=C
で，先づ Cを算定する。共に高さ zの風向が.工軸と成す角 aは一般に
tan一一ι"Ce-kzsin(kz+ε〉
α- It - Wg- Ce-kzcos(ゐ十ε)
(12) 
であるから，地上 z=Oでの風向角 α。は










1 tan("，o+~o) =n cot 'Yo=cot E (15) 










1-tan E cotε-1 
地面では tanピー = 。-n(1十tanE) n(cot E+ 1) 
Jと髄抵抗の方向 Fとの閥係は， (14)式を代入して
(16り
、 ? ， ，
















?? ?，??? (17) 
以上，1 が既知の場合は地面(或は任意の一高度)仁於ける風速と風向を測った花けで，
C と E が定まり，延いては髄抵抗の方向角~，面抵抗の方向角ども決定出来る。然し普





W._o= I vu2干V21.co=1Z'〆T干cot2"， 1._0=11 Csin Eパ芋cot2"，0
__ wI tan"，o 1 一一. cot E tan "'0-ト1 sin ao W" (tan("，o十(1o)tan"'0十IJcos "0 
_ W" 1-tan "'0 tan ~o 
cos "'0 1十tan宮内 W" cos "'0(1ー tanα。tan~o) 
=Wg(cosα。ー tansosin "'0) 
でテー ラー 闘係式の披張式 (1)に適合する。
而して此の tan(10が如何なる数値を取るべ、きかといふに， (15)と(16')の南式から
tan(α。+so) t:an "'o+tan so 







































|ん|W|fFF4| 足|ん[W[v=ポ乙Lo1 I.~o' 1/ Y' .. ，- C'Y ~Z 1..0 ~ (19) 
但し /ν1/"，三 1lZ 、J
と置きたい。
然るときは
斗臼I_=ム|とI=mtancxo， m三ん/ん (20) 
| ーん lt 1.-0 /'" I U I~-G 
故に(18)式は




















































τ見ょう。同観測表には地上 130米， 500米， 1000米に於ける風速を出じてあるが，地面
直上のそれは無いので， '"0や soぞ使った検討は出来ない。それで， (11)式ぞ適営に利用
し(10)式の検討を行へる様に工夫する。
先づ観測値を以て第 2 聞の様な風速分布闘を描~，其の趨勢から地衡風 I九与を判定する。
次に zl=130米，z~=500 米での zら科医， Y等を測り，夫れ夫れ Su伍x1， 2を附して直別
する。
すると(11)式より
(JVo一例外ム)12 1 2.303. ，. ~z一 I
A令官-Zl)=一τ一!oglo ': -Yl I 
“ (町一向〉雪-r~V22 r 




曲線を描~，雨曲線の交黙に首る n の値をとって所要値とするのである。例へば第 2 固に
掃けた二例に就いては，第2表及び第3園の如き結果となる。
第 2表 n の算定例
?? ??? 防両F読みi 九










































































































0.13 I 138.8 
0.2 1 150.8 
0.3 I 159.2 
0.4 I 164.1 
1.0 1 .173.5 
0.1 1 90.4 
0.2 1 90.8 
0.6 1 92.4 
0.76 1 93.0 















(a) Aug. 19， 1924 (b) Oct. 8， 1924 
)'，=34.'3， )'2=173.'5 y，=25.'7， )'2=94。











1'.の計算中，n=O， 1，∞の三つの場合は，上欄指示の如きものを計算せ今に V1， V:!; 
Wr・h TVr・心的-lt"Wg-1t~ の値を括弧内に記入じた。
兎も角，此の表で‘得7こ Y1 と Y2とを圃示せる第3固から，営日の nt.f>出せば
(a) Aug. 19には n=0.36， (b) Oct. 8には 11=0.10
t.f>得る。
かくして nがきまれば， (22)式にそれを入れて忌も決定出来る。のみならt-， (11)式













異方 性大 気及び 海 洋
賀事B表 Lindenbergに於ける n e s 
ロ
調d 世日 附 舟 算|貧 日 " 
15.3 1U 
。 。
1923-Dec. 5 0.20 15 0.24 24.5 I 26.0 
8 0.5 -20.6 -21.0 Jlly 15 0.13 -7.6 
23 0.24 -6.0 -10.5 19 0.30 40.5 40.3 
1924-Jan.10 0.05 _:5.0 -3.0 24 0.10 8.3 21.5 
12 0.40 12.0 9.5 Allg.19 0.36 10.1 9.5 、
20 0.34 25.5 26.0 20 0.22 15.8 27.5 
Feb. 2 1.55 32.0 23.0 31 0.25 -24.6 -24.5 
5 2.15 40.8 40.0 Sep. 3 0.20 40.1 17.8 
16 0.14 32.4 34.0 16 1.47 52.8 20.0 
21 0.40 14.8 20.5 21 0.04 11.5 12.0 
Mar. 4 1.58 18.6 18.7 n 0.29 16.5 16.0 
23 0.69 13.8 14.5 Oct. 3 0.18 -5.4 
Apr. 2 0.16 32.9 33.5 8 0.10 -11.2 -11.8 
17 0.02 14.6 14.0 25 2.45 39.7 39.0 
21 0.03 21.4 21.0 31 0.1 24.6 24:0 
]ばay17 0.35 9.4 8.5 Nov. 1 1.48 -15.8 -15.6 
24 0.34 -10.7 -10.4 16 0.25 30.6 17.0 
29 0.41 4.6 4.0 25 0.51 -12.9 -14.0 
Jlle 3 1.02 46.1 45.5・ 30 1.66 -10.7 -11.0 
、 IV. 異方性海洋の吹逸流 、
異方性海洋中の傾斜流 (Slopecurrent)は，前節に於ける地表風と数理的には全く同一












0=会 +4k4u ¥ (7勺












-fLy(会)._o=Tより C 一三一一一三一一n〆2ドyk ，ノ2(.Ik 
戸 -Z-fkm(450-Az)i〆2(.Ik ---，- .-/ I 
u=1ZL-fhsin(45。-h)|〆2μP
であって， n=1帥ち等方性海洋では勿論 Ekmanの式に蹄着する。





で， n=1でない限り，表面偏角でも 45にはならない。而して nが 1より大なるか小な
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定常吹迭流の理論に関するニつの研究.海と空 16(昭和 1年)，L 




















2).叉，間抵抗の方向は，地街風 1九に封する任意離の風速 Wzの相封風速 n干に直


















6)・心グご方向の粘性係数を !L." (J.yとし，其の比ぞ Jl2として，風速の垂直分布式を作
わ，それによって n や Pや面摩擦抵抗及び地面抵抗の方向角を算定すべき公式をも導い
7こ。
7).此の理論式を Lindenbergの風速観測値に適用して，日々の nと Fを算出した。
Fの詑算値iま先きの親測値と謝比して大韓満足すべき一致ぞ示しすこ。特に.sが負値の場合
でもさうであることは注意に値する。
8).従って大気の異方性は相官賓在性を有することを論定じた。
9).地面摩擦も地形如何によって必歩しも風向の逆とは限らぬものとして，業の方向ぞ
計官する式を作った。
10). 海洋患に於τも， 深海に於げる吹迭流の風向に封する偏角が賓際にはエックマン
理論の如く 45。に主主らぬので，事者聞の議論の種子になって居るから筆者は設にも異方
性海洋を考へ，其の場合の定常吹詮流理論式を作った。
11). 夫れによると海面の偏角。。は，
t担。0=〆Uζ 但し風向を y軸にとる。
となって， 二方向の粘性係激如何によわ 45。より大にも小にもなり得ることを明かにし
Tこ。
(109 ) 
